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1．はじめに 

土壌から大気中へのメタン（CH4）放出量の測定には、クローズドチャンバー法や微

気象学的手法などが使われる。クローズドチャンバー法では空間変動の評価のため複

数地点での計測が、微気象学的手法では高価な観測機器を用いることがそれぞれ必要

である。クローズドチャンバー法ではチャンバー内の大気試料を，テドラーバッグや

シリンジで採取しガスクロマトグラフで解析する手法が用いられてきた（たとえば陽・

八木, 1988; 工藤ら, 2012）。一方で、近年では比較的安価な小型 CH4センサーを直接チ

ャンバーに取り付けて CH4 放出量（ガスフラックス）を測定する手法が報告されてい

る（Duc et al., 2020）。小型センサーを用いた CH4ガスフラックス測定は，多地点での

計測がより簡易に行えることが期待される。一方で、測定に用いる前にセンサーの応

答速度の把握や測定精度の特性について，事前の校正作業が必要である（溝口・大谷 ,  

2005）。測定中の湿度条件の変化が，CH4センサー出力値に与える効果について調べた

研究例は少ない。本研究では，湿度環境の変化が 2 種の CH4 センサー出力電圧に与え

る影響を調べた。 

 

2.方法 

本研究では、CH4_sensor1（CGM6812-B00，FIGARO 社）と CH4_sensor2（NGM2611-

E13, FIGARO 社）の 2 種類の CH4センサーを用いて実験を行った。これら 2 つのセン

サーは Raspberry Pi に接続し出力値を 1 分間隔で記録した。センサーは密閉容器に取

り付け，10L アルミニウムバッグに充填した N2標準ガスおよび CH4標準ガス（CH 4 濃

度：20.1 ppm, 100ppm）をポンプで吸引させて流し，密閉容器内のガス濃度を測定した。

テドラーバッグと密閉容器の間に、水道水を入れた容器を経由させて気体をバブリン

グさせた。密閉容器を通過したガスは，炭素安定同位体比分析計（G2201-i, Picar ro 社）

を用いて CH4 濃度を計測した（CH4＿Picarro）。実験装置は室温 20℃の実験室に静置し

て，実験を行った。環境条件として、密閉容器内の気温 T（℃）と相対湿度 RH（％）

を計測した。水蒸気量を理想気体と仮定して、相対湿度 RH と気温 T の値を用いて下

記の式（1）より絶対湿度（kgkg-1）を算出した。 

絶対湿度（kgkg-1）＝217*(6.1078×10(7.5*t/(T＋ 237.3)))/(T＋273.15)×RH/100  （1） 
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3.結果と考察 

CH4標準ガス（100ppm）を測定した結果の一例を図 1 に示す。炭素安定同位体比分

析計 G2201-i で測定した CH4 濃度は 55～49.4ppm の間で推移した。CH4 センサーの出

力値は、CH4_sensor1 が 0.66～0.69V, CH4_ sensor2 が 1.5~1.7V の範囲をそれぞれ推移し

た。測定期間中、CH4_sensor2 の出力電圧と G2201-i で測定した CH4濃度は似た変動を

示した。一方で、CH4_sensor1 の出力電圧は相対湿度に応じた変動を示し、出力電圧の湿

度補正が必要であることが示唆された。CH4_ sensor2 の出力値と算出した絶対湿度は正

の関係がみられたが、出力電圧にばらつきが生じていた（図 2）。 
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図１ 2 種の CH4 出力センサー値 ,CH4 濃度,気温および相対湿

度の変動 Variations of two CH4 output sensor values, CH4 

concentration, air temperature and relative humidity 

図 2 CH4_sensor2 の出力値と 

絶対湿度の関係 

Relationship between CH4_sen so r 2 
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